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顕彰の日表彰
市長就任あいさつ
地震から身を守るための10カ条
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就任あいさつ
大分市長

　

こ
の
た
び
、多
く
の
市
民
の
皆
様

か
ら
ご
信
任
を
賜
り
、3
期
目
の
市

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

私
は
、こ
れ
ま
で
の
2
期
8
年
を

通
じ
、国
や
行
政
に
依
存
し
な
い
自

主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」を

進
め
、併
せ
て
限
ら
れ
た
財
源
を
効

率
的
に
使
い
、持
続
可
能
な
市
政
運

営
を
確
立
す
る
た
め
行
政
改
革
を
断

行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

市
長
就
任
当
初
か
ら
の
自
主
自
立

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
は
、「
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」に
お
け
る「
日

本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」を
は

じ
め
と
す
る
6
本
の
柱
に
よ
る
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
に
よ
り
具
現
化
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

中
で
も
、「
ギ
ネ
ス
に
挑
戦『
全
市

い
っ
せ
い
ご
み
拾
い
大
作
戦
』」で
市

民
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
こ
と
や
、

防
災
士
、健
康
推
進
員
、健
康
運
動
指

導
者
な
ど
新
た
な
地
域
活
動
の
推
進

役
の
皆
様
が
誕
生
し
、地
域
で
ご
活

躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
は
、本
市

の
大
き
な
財
産
で
あ
り
、市
民
の
皆

様
の
ご
理
解
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で

あ
る
と
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
」に
終
わ
り
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

昨
年
に
は
本
市
の
高
齢
化
率
が
20

パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
、15
年
後
に
は

30
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
と
さ
れ
て

お
り
、ま
た
、少
子
化
の
進
行
や
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、子
ど
も

た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、3
月
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
で
は
、緊
急
時
の

避
難
、避
難
所
で
の
生
活
、復
旧
や
復

興
の
過
程
に
お
い
て
、改
め
て
地
域

の
絆
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
重

要
性
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
と
と
も

に
、被
災
者
で
も
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
、懸
命
に
避
難
所
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
る
姿
を
見
る
に

つ
け
、子
ど
も
た
ち
の
成
長
へ
の
大

人
の
責
任
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、3
期
目
に

お
い
て
は「
し
っ
か
り
子
育
て
･
安

心
老
後
」を
旗
印
に
、「
あ
い
さ
つ
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」を

「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
7
本

目
の
柱
に
加
え
、地
域
住
民
が
お
互

い
に
助
け
合
い
支
え
合
う
絆
づ
く
り

と
と
も
に
、学
校
、家
庭
、地
域
、行
政

が
一
体
と
な
っ
て
子
育
て
･
教
育
環

境
を
一
層
充
実
さ
せ
、子
ど
も
た
ち

の
健
全
な
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

　

私
の
3
期
目
の
任
期
は
、震
災
と

い
う
戦
後
最
大
の
国
難
の
中
で
始
ま

り
ま
し
た
。市
政
の
課
題
も
山
積
し

て
い
ま
す
が
、今
年
は
、旧
市
制
施
行

1
0
0
周
年
と
な
る
記
念
す
べ
き
年

で
ご
ざ
い
ま
す
。平
成
25
年
に
は
新

市
施
行
50
周
年
を
迎
え
、時
を
同
じ

く
し
て
、大
分
駅
を
中
心
と
す
る
市

街
地
で
は
、1
0
0
年
に
一
度
と
い

わ
れ
る
県
都
大
分
の
顔
づ
く
り
が
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
進
み
ま
す
。

　

ま
た
、今
回
の
選
挙
に
当
た
り
ま

し
て
も
、8
つ
の
分
野
で
70
項
目
に

及
ぶ
施
策
を
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
「
新
･

ネ
ク
ス
ト
大
分
構
想
」
に
ま
と
め
、

こ
の
4
年
間
に
取
り
組
む
施
策
と
し

て
市
民
の
皆
様
と
約
束
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
で
あ
れ

ば
こ
そ
、我
が
国
の
元
気
を
取
り
戻
す

た
め
、ま
ず
は
大
分
か
ら
、47
万
市
民

の
皆
様
と
と
も
に
、地
方
分
権
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
全
力

を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

魅力あふれる
市民が主役の
まちづくりの実現を

　

永
年
に
わ
た
り
、地
域
の
環
境
美

化
活
動
や
医
療
・
保
健
・
福
祉
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
、積
極
的

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、図
書
や
新
聞
な
ど
の

点
訳
を
は
じ
め
、放
置
自
転
車
や
点
字

ブ
ロ
ッ
ク
の
点
検
な
ど
を
通
じ
て
、視
覚

障
が
い
者
を
支
援
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、児
童
生
徒
へ
の

交
通
安
全
指
導
な
ど
地
区
の
交
通

安
全
運
動
に
、積
極
的
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、児
童
生
徒
へ
の

交
通
安
全
指
導
な
ど
地
区
の
交
通

安
全
運
動
に
、積
極
的
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、う
る
お
い
の
あ

る
地
域
の
実
現
を
め
ざ
し
、花
の
苗

の
育
苗
と
植
栽
活
動
に
、積
極
的

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、健
康
情
報
誌

を
発
行
し
、地
域
住
民
の
健
康
増

進
に
、積
極
的
に
取
り
組
ん
で
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
、う
る
お
い
の
あ

る
地
域
の
実
現
を
め
ざ
し
、公
園
の

清
掃
活
動
や
花
の
植
栽
に
、積
極
的

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

大
分
市
点
訳
友
の
会

（
金
池
町
）

安
部 

具
重 

氏（
豊
町
）

医
療
法
人
社
団 

親
和
会

（
上
判
田
）

園
田 

百
喜 
氏（
城
南
南
町
）

宮
崎 

良
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氏（
東
野
台
）

間
野  

進 

氏（
横
田
）

お
問
い
合
わ
せ
　

市
長
室
　

☎
5
3
7・5
6
0
0

団
体

個
人

阿
部 

孝
一 

氏

阿
部 

住
子 

氏（
里
）

市
で
は
、永
年
に
わ
た
る
善
意
善
行
を
た
た
え
、5
月
15 
日
に
大
分
市
顕
彰
の
日
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
推
薦
い
た
だ
い
た
方
々
の
中
か
ら
、2
団
体
6
個
人
を
善
行
表
彰
い
た
し
ま
す
。（
順
不
同
）

大
分
市
顕
彰
の
日
表
彰

永
年
に
わ
た
る
地
道
な
活
動
を
た
た
え
て



お問い合わせ　防災危機管理課　☎537-5664

あなたの聞きたい！知りたい！に答えます

　まちづくり出張教室は、市の取り
組みや防災・健康・福祉など皆さん
の暮らしとかかわることついて、市
の職員が出向いて分かりやすく説明します。
　ぜひ、ご利用ください。

　「地震大国」と呼ばれるように、日本は何度も巨大な地震に襲われています。しかし、わたしたちの防災意識が
高ければ、被害を最小限に食い止めることは可能です。
　地震が起きたらどうするべきか。「地震から身を守るための10カ条」を確認し、日頃から備えるとともに、いざと
いうときには慌てず、冷静な行動を心掛けましょう。まちづくり

衛生・動物愛護

人権・
男女共同参画

観光・流通

税・財政

環境・
ごみ・リサイクル

高齢・介護

健康・医療・年金

防災・消防

お問い合わせ　広聴広報課　☎537-5601

月～金曜日（祝日を除く）　午前8時30分～午後5時15分（1時間～1時間30分程度）
市民または市内に勤務先を有する人で構成された、おおむね15人以上のグループまたは団体
広聴広報課（本庁舎3階）に備え付けの申込書（市ホームページからダウンロードも可）に必要事項を記入し、
直接または郵送、ファクスで、広聴広報課（〒870-8504　荷揚町2番31号　　532-7800）へ。
会場は、お申込みいただく団体で用意してください（会場使用料などは団体の負担になります）。
※実施希望日の１カ月前までにお申込みください。なお、日程は調整させていただきます。
※上記以外の教室もあります。詳しくは、広聴広報課へお問い合わせください。

実施日時
対 象
申込方法

そ の 他
3

entry@b-oita.jpへ空メールを送信

登録ボタンで完了！詳細設定は「変更」で

1

送られてきたメールのＵＲＬへアクセス2

❖災害に強いまちづくり
❖119番通報
❖応急手当の普及啓発　など

❖健康づくり
❖国民健康保険制度
❖後期高齢者医療制度　
　など

子育て・
障がい者福祉
❖市の子育て支援
❖障がい者福祉行政

上下水道
❖水道水質の話　
❖水道事業の財政　
❖下水道の話　
　など

交通
❖自転車が似合うまち
❖交通渋滞対策
❖ふれあいタクシー運行事業
　など　

企業・勤労者
❖商店街活性化
❖中国武漢市での
　ビジネスマッチング
❖市民生活と計量　
　など

❖高齢者福祉サービス　
❖介護保険制度・介護予防
❖歯の健康づくり
　（高齢者の口腔ケア）　など

❖くらしと税金
❖市の財政

農林・水産
❖身近な「食」・「農」
❖市の畜産、園芸、森林、林業、水産

❖生き方を見つめて
　　　～人権の視点から～
❖男女共同参画

❖歩くほど
　美味しくなる街大分市
❖市場流通

❖ごみ減量とリサイクル
❖私たちのくらしとごみ
❖廃棄物の適正処理　など

❖日本一きれいなまちづくり　
❖緑のまちづくり
❖大分駅周辺総合整備事業　
　など

❖市の食の安全・安心
　（食品衛生）
❖人と動物が共生する
　まちづくり
　（犬とネコの正しい飼い方）

無料

その他
❖大分川ダムの話　
❖市の国際化
❖映画撮影の話　など　

スポーツ・文化・
生涯学習
❖スポーツ振興と都市づくり
❖生涯「楽」習のすすめ
❖大友氏遺跡事業　など

「健康づくり」「健康づくり」

「災害に強いまちづくり」「災害に強いまちづくり」

　地震発生直後の地震速報や津波警報などの防災情報
を携帯電話やパソコンに送信します。災害に対する備えと
して、ぜひお役立てください。
※登録や情報の利用は無料ですが、メールの送受信や案内
　ページの閲覧などの通信費は登録者の負担になります。

大分市防災メールに登録を！

登録は
こちらから↑

大分市 まちづくり出張教室 検索
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まず身の安全を

から

1　揺れを感じたら机などの下に身を
隠し、頭部を保護する。事前に家具
類などの転倒防止対策をしておく
ことも重要。

すばやく火の始末2　使用中のガス器具、ストーブなど
は、すばやく火を消す。ガス器具は
元栓を締める。

非常脱出口の確保3　建物がゆがみ、出入り口が開かな
くなることがある。揺れを感じたら、
玄関などの扉を開けて非常脱出口
を確保する。

火が出たらまず消火4　出火したら、まず消火器やバケツ
などの消火用具でボヤのうちに消
し止める。大声で隣近所に声を掛
け、みんなで協力し合って初期消火
に努める。消火用具の用意を忘れ
ずに。

慌てて外に飛び出さない5　身の安全と火の始末をし
た上で周囲の状況をよく確
かめ、落ち着いた行動を。

狭い路地、塀ぎわ、
崖や川べりに近付かない6　瓦などの落下やブロック塀など
の倒壊、崖や川べりの地盤のゆる
みによる崩落の危険がある所から
遠ざかる。

山崩れ、崖崩れ、津波に注意7　山間部や海岸、河川の近くで地
震を感じたら、すぐに安全な場所
に避難し、ラジオなどで情報をよく
聞く。

避難は徒歩で、荷物は最小限に8　避難するときは、必ず徒歩で避
難する。服装は、活動しやすいもの
にし、携帯品は、必要品のみをリュッ
クなどに入れて、背負うようにする。
避難場所、避難経路などは家族で
話し合っておく。

協力し合って応急救護9 　高齢者や体の不自由な人、けが
人などに声を掛け、みんなでお互
いに協力し合って応急救護する。

10

身を守る身を守るための10地震地震

強い揺れを感じたら、まず高台へ！
津波は地震発生後、すぐにやってくることがあります。海岸や河川の近くにい
るときに強い地震や弱くても長い時間揺れる地震を感じたら、一刻も早くその
場を離れて高台などの安全な場所へ避難しましょう。高台まで避難する時間
がない場合は、近くの丈夫で高い建物のできるだけ高い階へ避難しましょう。

正しい情報の入手を
　テレビ、ラジオの報道に注意して
デマに惑わされないように。市役
所、消防署、警察署などからの情報
には、絶えず注意する。

カ条



差別問題は、差別されている
人の問題で自分には関係ない
という考えについて
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関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切 人権マスコット

「ててマル」 390

人
の
生
き
方
を
考
え
る

人
の
生
き
方
を
考
え
る

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

人
権
・
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ

　

市
で
は
、22
年
7
月
か
ら
8
月

に
か
け
て「
人
権
に
関
す
る
市
民

意
識
調
査
」を
実
施
し
ま
し
た
。そ

の
中
で
、一
般
的
に「
差
別
」に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
い

る
か
を
把
握
す
る
た
め
に「
差
別

問
題
は
、差
別
さ
れ
て
い
る
人
の
問

題
で
自
分
に
は
関
係
な
い
」と
い
う

考
え
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

「
そ
う
思
わ
な
い
」つ
ま
り
、自
分

と
関
係
が
あ
る
と
答
え
た
人
の
割

合
は
、48・５
㌫
に
留
ま
り
ま
し
た
。

　

差
別
問
題
は
、差
別
を
す
る
人

が
い
る
か
ら
起
き
る
の
で
す
。そ
れ

な
の
に
、差
別
さ
れ
て
い
る
人
の
問

題
に
し
て
し
ま
う
の
で
は
解
決
し

ま
せ
ん
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
薄
れ

て
い
る
現
代
社
会
に
お
い
て
、差
別

を
し
て
も
気
付
か
な
か
っ
た
り
、差

別
問
題
が
起
き
て
も
自
分
に
は
関

係
な
い
と
無
関
心
を
装
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
が
、わ
た
し
た
ち
の

身
の
回
り
に
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

差
別
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、現
実
に
ど
の
よ
う
な
差
別
が
起

こ
って
い
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
意
識

が
差
別
に
つ
な
が
る
の
か
に
つ
い
て

関
心
を
持
ち
、差
別
に
気
付
く
感

覚
を
養
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、

正
し
い
知
識
や
さ
ま
ざ
ま
な
人
と

の
ふ
れ
あ
い
が
多
い
ほ
ど
、差
別
に

対
し
て
の
受
け
止
め
方
が
き
ち
ん

と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、各
地

区
で
開
催
さ
れ
る
人
権
･
同
和
問

題
に
関
す
る
研
修
会
や
講
演
会

な
ど
に
進
ん
で
参
加
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

お問い合わせ　商工労政課　☎537-5964

※記載事項は23年4月1日現在のもので、その時々の事情により変更されることがあります。また、取扱金融機関ごとに融資枠があります。
　申し込みの際、金融機関の窓口でご確認ください。

※1　各資金の共通利用条件として、市税を完納していることや、現在この制度を利用していないことなどがあります。
※2　環境保全施設、公害防止施設の設置・改善、工場などの移転

季
節
資
金

年1.9％

年2.1％

金
融
機
関
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

［市内の本・支店］
 九州労働金庫
 大分銀行
 豊和銀行
 大分信用金庫
 大分みらい信用金庫
 大分県信用組合

［市内の支店］
九州労働金庫

25年以内

5年以内

随時受付

随時受付

●雇用保険受給者
　受給終了後3カ月
　以内
●雇用保険受給
　未到達者
　離職後3カ月以内

6/1～
    8/19

11/1～
  12/20

設
備
資
金
・
運
転
資
金

随

時

受

付

自己の居住する住
宅の新築・増改築
および取得、簡易
なリフォーム

出産・教育
病気療養
冠婚葬祭
火災天災など

求職活動中の
生活資金

所定の賃金が支払
われるまでの生活
資金

資金名 融資対象者 資金使途 融資利率 融資期間 担保・
保証人 申込期間 申込先融資限度額

夏期特別資金

法人の場合は
代表者を連帯
保証人とする

［担保］
必要となる
場合あり
［保証人］
不　要

中小企業などの
勤労者
●市内に住所を有し、同
一の中小企業などに継
続して1年以上勤務し
ている人

●市税を完納している人

失業者
市内に住所を有する雇用
保険の被保険者で、倒産
など自己の責任によらな
い理由で離職した人

勤労者
市内に住所を有し、所定
の賃金支払日から7日を
経過した後も賃金が支
払われない人

住 宅 資 金

厚 生 資 金

生活安定
資 金

賃金遅払
資 金

年1.32％
変動金利

年2.6％

年1.5％

年2.3％

資金名 融資対象者※1 資金
使途信用保証料率 融資利率 融資期間 担保・保証人 申込期間 申込先融資限度額

年末特別資金

（据置2カ月以内）

3年以内
（据置2カ月以内）

事

業

資

金

勤労者向け融資制度

中小企業者向け融資制度

●

市
内
に
1
年
以
上
居
住
し
、

 

同
一
事
業
経
営
1
年
以
上
の
人

中小企業者、
開業予定の個人
●借入金額と同額以上の自
己資金を有している個人

●申し込み時に市内に居
住し、市内に開業予定の
人、または開業1年未満
の人

開業資金 年1.0％
（市が全額補助）

国の全国統一保証制
度である小口零細企
業保証制度の対象と
なること

小規模企業者
小規模企業者
事 業 資 金
小口零細企業保証

（市が全額補助）
年0.5％～2.2％

7年以内
（据置1年以内）

不　要
法人の場合は
代表者を連帯
保証人とする

1,000万円

600万円

200万円

30万円

30万円

6カ月以内
中小企業者
市内に1年以上居住し、
同一事業経営1年以上の
人

金融機関の
定めるとこ
ろによる

金融機関の定める
ところによる

年1.8％
（22年度の
実績）

600万円
運
転
資
金

生
活
安
定
特
別
資
金

年2.0％ 10年以内
（据置1年以内）

中小企業者、中小企業団体
同一事業経営1年以上の人

環境保全資金 （市が全額補助）
年0.45％～1.9％ 1,000万円※2

中小企業者
中小企業者
事 業 資 金

7年以内
1,000万円超の
場合は10年以内
（据置１年以内）

2,500万円

年0.45％～1.9％
市が区分別に75％～85％
の範囲内で補助。セーフティ
ネット保証の認定を受けて
いる場合は、市が全額補助

大分銀行
豊和銀行
大分信用金庫
大分みらい信用金庫
大分県信用組合
商工中金
みずほ銀行

三井住友銀行

西日本シティ銀行
伊予銀行
山口銀行
肥後銀行

愛媛銀行

［市内の本・支店］

（季節資金は除く）

（季節資金は除く）

（季節資金は除く）

　市では、中小企業者の皆さんに、事業の設備資金や運転資金の融資制度を設けています。この制度は、
市が信用保証料を補助するなど利用しやすくなっています。また、中小企業などに勤務する皆さんの福利
厚生のために、低利による融資制度も設けています。申し込みは、直接、下記申込先の金融機関まで。

のご案内中小企業者・
勤労者のための

宮脇バス停

宇曽山荘

宇曽山荘入口

七
瀬
川

●

●
▲

野津原中部
小学校

野津原
中学校

野津原市民センター
（野津原支所）

野津原東部小学校

442太田川
吉熊川

七瀬川（原村地区）会場

国道442号
宇曽山荘入口から約2km
＊案内看板あり

太田川会場

吉熊川会場

融 資 制 度

期間　5月下旬～7月上旬
内容　ホタルの観賞
主催　吉熊川ホタル愛護友の会

期間　5月下旬～7月上旬
内容　ホタルの観賞
主催　原村ホタルを守る会

期間　5月下旬～7月上旬
　　　（花菖蒲観賞は、6月上旬～7月上旬）
内容　ホタルの観賞と約150品種、
　　　25,000株の花菖蒲観賞
主催　太田川ホタルを守る会・太田花菖蒲愛好会

ホ タ ル と  花  菖  蒲 を見よう
吉熊川ホタル観賞

七瀬川（原村地区）ホタル観賞

太田川ホタルと花菖蒲の観賞
はな  しょう　 ぶ

48.5％

ななせの里の
はな　   しょう　　  ぶ

4.8％

20.4％
そう思わない

17.8％

3.1％

5.4％

どちらかといえば
そう思う無回等・不明

どちらかといえば
そう思わない

どちらとも
いえない

そう思う

人権問題は、関心を持ち差別をなくそうとする
立場に立たない限り解決には向かいません。
現実に起こっている差別問題を、全ての人が
「自分の問題である」と、とらえることによって、
初めて差別のない社会が実現できるのです。

（人権に関する市民意識調査から）

お問い合わせ　文化国際課　☎537-5663お問い合わせ　野津原支所　☎588-1111

8日
（土）

9日
（日） 開催

10月

出演者・ボランティア
募集中

文化国際課（本庁舎５階）、各支所、明野出張所、地区
公民館などの窓口に備え付けの参加申込書（5月15日から
市ホームページでダウンロードも可）に記入し、おおいた夢
色音楽祭実行委員会事務局（〒870-0035　中央町一丁目
3番12号　大一マートビル３階）へ。出演者は、ご自身の演
奏を収録したもの（ＭＤ・ＣＤ・ＤＶＤ・ＶＨＳ・ＣＴ）と写真（演奏
風景）を同封してください。なお、おおいた夢色音楽祭実行
委員会ホームページ（www.yumeon.jp）からも申し込み
できます。

　中心市街地の商店街や
公園などでミニコンサート
を行うミュージシャンを
募集しています。日頃の練
習の成果を発揮したい人、
しばらく音楽から遠ざかっていた人、これから始めようと
思っている人など、皆さんの応募をお待ちしています。
　なお、当日のボランティアも募集しています。

場　所

申込み

中心市街地の商店街や公園などの演奏ができる所



　初夏の風と共に茶畑から、新芽のさわやかな香りが漂ってきます。
5月は茶摘みの季節。栽培から加工、販売まで行う市内の農家は大忙
しです。
　お茶づくりに欠かせないのは、温暖な気候、水はけのいい地形、そ
してよく肥えた土。農家はそれぞれが創意工夫をした肥料で土づくり
を行っています。常に、手間を掛け目を掛けて育てたお茶だからこ
そ、新茶の味も格別。
　お茶本来の味や香りを引き出すには、お湯の温度が大切です。上
級せん茶なら熱湯ではなく、少し冷ました70℃ほどがおいしくいただ
けます。緑茶にはカテキンやビタミンＣなどの成分が含まれ、抗酸
化作用、殺菌作用、香りはリラックス効果と多くの効能があり
ます。その上、茶殻を食べることで、飲むだけでは摂取で
きないカロチンやビタミンEなどをとることができます。

夏に向かっての健やかな体づくりに、お茶の習慣を取り入れて
みませんか。

 

お
お
い
た
の

う
め
ぇ
〜
も
ん

「旬」の関もの 料理教室

春の穏やかな陽気の中 平和市
民公園では「人とみどりふれあいいち」が「豊
かな自然を生かし、緑と花に囲まれたまちづ
くり」をテーマに4月8日から5月8日まで開
催されました。「ふれあい花壇コンクール」や
腐葉土とカブトムシについて学ぶ「森のふと
ん教室」、庭木・花の苗などの「展示即売」や
「ふれあい茶会」などが行われ多くの人でに
ぎわいました。

幼稚園と保育所 を同じ敷地内に建設し
た、幼保連携施設「のつはるこども園」の開園式
が4月4日に行われました。幼稚園と保育所が、そ
れぞれの特徴を生かし、運動会や遠足などの行
事を通じて子どもたちの交流を深め、地域での子
育ての支援も行っていきます。

み～つけた。 地面から少しだけ頭を出した、たけのこを見つけた子どもたちの顔は、う
れしさがあふれていました。たけのこ掘りのほかにも絵付けや器づくりを親子で体験する「春
だ、陶芸とたけのこチャレンジ！」が河原内くすのきホールとその周辺で4月17日に行われ、
参加者は河原内の春を満喫していました。

稙田地区の高台に広がる茶畑（４月中旬）
品種は飲みやすい「やぶきた」
稙田地区の高台に広がる茶畑（４月中旬）
品種は飲みやすい「やぶきた」

とっておきレシピ

茶殻の佃煮

＜作り方＞
❶鍋にしょうゆ、みりんと茶殻を入れ、
中火で汁がなくなるまで煮詰める。

❷汁がなくなったら、ゴマを入れる。
★アツアツのごはんにピッタリ。

※お好みで、ゴマと一緒に
　七味唐がらしを少し入れて
　もおいしいです。

農
家
の

ワンポイント！

日 　時▶
場　所▶
対　象▶
定　員▶
申込み▶

＜材料＞4人分
茶殻…………………大さじ５
しょうゆ………………大さじ１
みりん………………大さじ１
ゴマ…………………少々

お
茶

夏も近づく、新茶の香り。

第1回体験工房
「お守り犬」 粘土でつくろう　

6月19日㈰　午前10時～正午
大友氏遺跡体験学習館
小学生以上（低学年は保護者同伴）
30人（先着順）
電話で、5月15日㈰～6月18日㈯に大友氏
遺跡体験学習館へ。

お問い合わせ
大友氏遺跡体験学習館　☎544-5011

お問い合わせ
観光課　☎537-7043

参加
無料

日 　時▶
場　所▶
定　員▶
参加料▶
持参品▶
申込み▶

6月18日㈯　午前10時～午後1時
佐賀関市民センター　調理実習室
20人（多数時は抽せん）
3,500円（材料費など）
エプロン、三角巾、布巾
はがきまたはファクスで、参加者の住所、氏名、年齢、電
話番号を記入し、6月8日㈬〈必着〉までに観光課
（〒870-8504　荷揚町2番31号　　537-5670）へ。

Vol.14つくだ　に

大分市産のお茶の購入についてのお問い合わせは、農林水産課（☎537-5799）へ。
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t o p i c s

今月の

　6月のイサキは、卵を産む前の一番脂がのっている
時期で「関あじ・関さば」にも劣らぬおいしさです。
　刺身、握りずし、吸い物などで旬のイサキを味わっ
てみませんか。

　大友氏遺跡から出土した犬型のお守り
「お守り犬」を、粘土でつくってみませんか。

森のふとん教室の様子森のふとん教室の様子

美味しい佐賀関料理教室（3月19日開催）の様子美味しい佐賀関料理教室（3月19日開催）の様子

いいとこ
見つけた！
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市税は納期内に
納めましょう! !

納期限

5月31日（火）

軽自動車税

若草
公園

大分駅

←至別府　　　国道10号

入口

中
央
通
り

セ
ン
ト
ポ
ル
タ
中
央
町

自転車などは道路や
歩道にとめずに
駐輪場にとめましょう

★女性や子ども専用の
　スペース約80台分
　を設置

★自転車用
　エレベーターを設置

★ベルトコンベヤー付
　スロープを設置

問都市交通対策課（☎537-5690）

収容台数　自転車 920台
　　　　　原動機付自転車（50cc以下） 82台

午前6時～午前0時午前7時～
午後10時

「中央町地下駐輪場」の
利用時間を延長しました

無料

利用時間

◎
23
年
度
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

◆
課
税
さ
れ
る
人　
　

23
年
４
月
１

日（
賦
課
期
日
）現
在
、軽
自
動
車
や

バ
イ
ク
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人

◆
納
税
通
知
書
の
確
認　

23
年
度
の

軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
５
月
11

日
に
発
送
し
ま
し
た
の
で
、届
い
て
い

な
い
人
は
早
め
に
税
制
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◆
減
免
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か　

心

身
に
障
が
い
の
あ
る
人
は
、障
が
い
の

程
度
、車
の
使
用
状
況
な
ど
に
よ
り
減

免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
減
免
申
請
の
期
限　

５
月
30
日
㈪

◆
減
免
申
請
の
場
所　

同
課
（
第
2

庁
舎
３
階
）　

※
減
免
は
１
人
に
つ
き

１
台
の
み
が
対
象（
普
通
自
動
車
で
減

免
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、軽
自
動
車

は
減
免
で
き
ま
せ
ん
）

◎
事
業
所
税
の
申
告（
納
付
）の
お
願
い

◆
課
税
さ
れ
る
人　

市
内
に
あ
る
事

業
所
や
事
務
所
な
ど
で
、合
計
床
面

積
が
１
、０
０
０
平
方
㍍
を
超
え
る

か
、勤
務
す
る
従
業
者
数
が
１
０
０
人

を
超
え
る
事
業
者（
個
人
・
法
人
）

◆
税
額
の
計
算
方
法　

資
産
割
と
従

業
者
割
を
合
算
し
て
税
額
を
算
出
し

ま
す
。　
●
資
産
割
…
算
定
期
間
末
日

の
事
業
所
な
ど
の
合
計
床
面
積
×
税

率（
１
平
方
㍍
に
つ
き
６
０
０
円
）　
●

従
業
者
割
…
算
定
期
間
中
に
支
払
わ

れ
た
給
与
総
額
×
税
率（
０・２
５
㌫
）

◆
申
告（
納
付
）期
限　
●
法
人
…
事

業
年
度
終
了
の
日
か
ら
２
か
月
以
内

●
個
人
…
翌
年
の
３
月
15
日
ま
で

◆
事
業
所
税
の
軽
減
措
置　

非
課

税
、課
税
標
準
の
特
例
お
よ
び
減
免
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

用
者
負
担
が
一
定
額
を
超
え
た
場
合

に
払
い
戻
し
と
な
る
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
や
施
設
入
所
者
な
ど
の
居
住

費
・
食
費
の
負
担
を
軽
減
す
る
補
足
給

付
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

問　

長
寿
福
祉
課
（
本
庁
舎
１
階　

☎
５
３
７・５
７
４
１
）

　

６
月
１
日
現
在
で
、新
た
に
資
格
を

有
す
る
人
を
６
月
２
日
に
選
挙
人
名

簿
に
登
録
し
、３
月
３
日
以
降
に
登
録

し
た
在
外
選
挙
人
名
簿
と
併
せ
て
お

見
せ
し
ま
す
。

◆
期
間　

６
月
３
日
㈮
〜
７
日
㈫　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
場
所
・
問　

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
第
２
庁
舎
６
階　

☎
５
３

７・
５
６
５
２
）

※
各
支
所
で
も
６
月
４
日
㈯
・
５
日
㈰

を
除
き
管
轄
区
域
の
名
簿
が
閲
覧
で

き
ま
す
。

◆
売
却
物
件　

①
不
動
産
…
㋐
大
字

玉
沢
１
１
８
３
番
、１
１
８
２
番
１

（
土
地
）㋑
大
字
杉
原
６
９
９
番
２
１

５
、７
５
８
番
８（
土
地
・
建
物
）㋒
大

字
金
谷
迫
６
３
５
番（
建
物
）　

②
動

産
…
㋐
天
然
シ
リ
マ
ナ
イ
ト
キ
ャ
ッ
ツ

ア
イ
指
輪（
プ
ラ
チ
ナ
台
）㋑
天
然
グ

リ
ー
ン
ト
ル
マ
リ
ン
指
輪（
プ
ラ
チ
ナ

台
）㋒
天
然
エ
メ
ラ
ル
ド
指
輪（
プ
ラ

チ
ナ
台
）

◆
参
加
申
込
期
間　

５
月
26
日
㈭
午

後
１
時
〜
６
月
１０
日
㈮
午
後
11
時

◆
入
札
期
間　

①
…
６
月
17
日
㈮
午

後
１
時
〜
24
日
㈮
午
後
１
時　

②
…

６
月
17
日
㈮
午
後
１
時
〜
19
日
㈰
午

後
11
時

※
詳
し
く
は
、５
月
26
日
か
ら
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。な

お
、売
却
を
中
止
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

問　

納
税
課（
☎
５
３
７・５
７
３
２
）

　

介
護
保
険
料
を
滞
納
し
た
ま
ま
一

定
の
期
間
が
経
過
す
る
と
、次
の
よ
う

な
給
付
制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。納
付
が
困
難
な
場
合
は
、分
割

納
付
や
減
免
制
度
な
ど
に
つ
い
て
早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
１
年
以
上
滞
納
し
た
場
合　

介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
時
に
、費
用
の
全
額

を
い
っ
た
ん
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

（
申
請
に
よ
り
、後
で
費
用
の
９
割
分

の
払
い
戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
）。

◆
１
年
６
か
月
以
上
滞
納
し
た
場
合

前
記
の
措
置
に
よ
り
、後
で
払
い
戻
さ

れ
る
９
割
分
の
給
付
を
一
時
差
し
止

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
２
年
以
上
滞
納
し
た
場
合　

時
効

に
よ
り
、２
年
経
過
後
の
保
険
料
は
納

付
で
き
な
く
な
り
、納
付
で
き
な
く

な
っ
た
期
間
に
応
じ
て
、一
定
期
間
、

利
用
者
負
担
の
割
合
が
１
割
か
ら
３

割
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。ま
た
、利

税
制
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
７
３
１
４
）

　

会
社
や
官
公
庁
な
ど
の
事
業
所
に

勤
め
て
い
る
人
で
、市
民
税
・
県
民
税

を
毎
月
の
給
与
か
ら
差
し
引
か
れ
る

人
の
税
額
が
決
ま
り
ま
し
た
。税
額
通

知
書
は
、５
月
中
旬
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
所
に
お
届
け
し
ま
す
。

◆
課
税
さ
れ
る
人　

23
年
１
月
１
日

（
賦
課
期
日
）に
住
民
票
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
大
分
市
に
住
ん
で
い
た
人

◆
課
税
さ
れ
る
所
得　

22
年
１
月
〜

12
月
の
給
与
所
得
、不
動
産
所
得
、農

業
所
得
、資
産
の
譲
渡
所
得（
分
離
課

税
）な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
税
額
通
知
書
の
確
認
を　

給
与
所

得
者
の
市
民
税
・
県
民
税
は
、前
年
の

給
与
の
支
払
額
な
ど
に
つ
い
て
、事
業

所
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
た
給
与
支
払

報
告
書
や
本
人
が
提
出
し
た
確
定
申

告
書
な
ど
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
ま

す
。税
額
通
知
書
が
届
い
た
ら
、内
容

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課
（
☎
５
３
７
・
５
７
３

１
）

給
与
所
得
者
の

23
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
が

決
ま
り
ま
し
た

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

差
押
物
件
を
売
却
し
ま
す

　

24
年
度
分
か
ら
家
屋
の
評
価
に
つ

い
て
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
の
で
、対

象
の
家
屋
を
所
有
し
て
い
る
人
は
資

産
税
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
冷
蔵
倉
庫
用
家
屋　
●
木
造
以
外

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
鉄
骨
造
な
ど
）

の
倉
庫
用
建
物　
●
倉
庫
の
保
管
温

度
が
冷
蔵
設
備
に
よ
っ
て
常
に
摂
氏

10
℃
以
下
に
保
た
れ
て
い
る
も
の

●
建
物
自
体
が
冷
蔵
倉
庫
と
な
っ
て
い

る
も
の（
床
面
積
の
50
㌫
以
上
が
冷

蔵
倉
庫
部
分
で
あ
る
こ
と
）

※
常
温
倉
庫
内
の
プ
レ
ハ
ブ
式
や
業

務
用
の
冷
蔵
庫
は
除
く
。

問  
資
産
税
課（
☎
５
３
７・７
２
９
１
）

冷
蔵
倉
庫
用
家
屋（
非
木
造
）

を
所
有
さ
れ
て
い
る
人
は

連
絡
を

介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

知
事
表
彰
、市
長
表
彰
の

候
補
者
を
ご
推
薦
く
だ
さ
い

◎
九
六
位
山
キ
ャ
ン
プ
場

◆
施
設　

バ
ン
ガ
ロ
ー
（
32
人
用
１

棟
、８
人
用
５
棟
）、給
水
施
設
、炊
飯

所
、駐
車
場
、ト
イ
レ
な
ど

◆
申
込
み
・
問　

電
話（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）で
、九
六
位
山
キ
ャ
ン
プ

場
利
用
申
込
所（
円
通
寺
・
緒
方
住
職

〈
☎
５
２
８・１
３
６
０
〉）へ
。

◎
高
島
キ
ャ
ン
プ
場

◆
施
設　

バ
ン
ガ
ロ
ー
（
10
人
用
２

棟
、６
人
用
４
棟
７
部
屋
）、給
水
施

設
、炊
飯
所
、ト
イ
レ
、シ
ャ
ワ
ー

※
飲
料
水
、炊
飯
用
具
、照
明
器
具
は

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
島
へ
の
渡
船
料
が
別
途
必
要

◆
申
込
み
・
問　

電
話
で
、佐
賀
関
支

所（
☎
５
７
５・１
１
１
１
）へ
。

☆
利
用
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜
８
月

31
日
㈬

☆
受
付
開
始　

６
月
１
日
㈬

放
棄
地
、不
作
付
け
地
な
ど
）の
所
有

者
に
対
し
て
は
、農
業
委
員
会
が
指

導
・
通
知
・
勧
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問　

農
業
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
３

７・
５
６
５
４
）

　

農
業
委
員
会
で
は
地
域
を
巡
回
し
、

農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
ま
す（
23

年
度
は
５
月
と
９
月
に
実
施
予
定
）。

調
査
の
結
果
、遊
休
農
地
な
ど（
耕
作

◆
推
薦
締
め
切
り　

５
月
31
日
㈫

◆
推
薦
先　

長
寿
福
祉
課
、東
部
・
西

部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、各
支
所
、明

野
出
張
所

問　

長
寿
福
祉
課（
☎
５
３
７・
５
６

７
９
）

　

秋
に
高
齢
者
な
ど
を
対
象
と
し
た

知
事
表
彰
、市
長
表
彰
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
で
候
補
に
な
る
人
が

い
ま
し
た
ら
、ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

◆
知
事
表
彰　
●「
明
る
い
高
年
賞
」

…
地
域
社
会
に
お
い
て
社
会
奉
仕
活

動
な
ど
を
地
道
に
続
け
て
い
る
65
歳

以
上
で
、地
域
住
民
か
ら
敬
愛
さ
れ
て

い
る
人

●「
高
齢
者
介
護
賞
」
…
地
域
あ
る
い

は
家
庭
に
お
い
て
、日
常
生
活
に
常
時

介
護
が
必
要
な
65
歳
以
上
の
在
宅
高

齢
者
を
多
年
に
わ
た
り
介
護
し
、献
身

的
な
介
護
が
地
域
住
民
に
深
い
感
銘

を
与
え
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
人

◆
市
長
表
彰　
●「
孝
養
賞
」…
市
内

居
住
で
、65
歳
以
上
の
人
と
同
居
し
、

家
族
で
高
齢
者
を
敬
い
、明
る
い
家
庭

を
築
く
こ
と
に
努
め
、そ
の
行
為
が
地

域
住
民
に
深
い
感
銘
を
与
え
、敬
愛
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●「
健
康
生
き
が
い
賞
」
…
市
内
居
住

の
70
歳
以
上
の
人
で
、明
る
く
健
康
で

社
会
奉
仕
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
実

行
し
、地
域
住
民
か
ら
敬
愛
さ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
る
人

キ
ャ
ン
プ
場
の
申
し
込
み

受
付
開
始

農
地
利
用
状
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

選
挙
人
名
簿
お
よ
び
在
外
選
挙

人
名
簿
を
お
見
せ
し
ま
す

◆
対
象　

森
林
法
対
象
区
域
内
の
森

林
を
伐
採
し
よ
う
と
す
る
人

◆
提
出
書
類　

伐
採
お
よ
び
伐
採
後

の
造
林
届
出
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
）

◆
受
付
窓
口
・
問　

農
林
水
産
課（
本

庁
舎
８
階　

☎
５
３
７・５
７
８
３
）

森
林
の
伐
採
に
は
届
け
出
が

必
要
で
す

　

大
分
駅
南
地
区
お
よ
び
駅
高
架
沿

線
の
屋
外
広
告
物
の
制
限
に
つ
い
て
、

左
記
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

◆
日
時　

５
月
26
日
㈭　

午
後
７
時

〜◆
場
所　

大
分
文
化
会
館　

第
１
小

ホ
ー
ル

問　

景
観
推
進
室（
☎
５
３
７
・
５
９

６
８
）

◎
市
決
定

◆
内
容　
●
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更
…
住
宅
団
地（
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

か
た
し
ま
台
、カ
ー
ム
タ
ウ
ン
木
ノ

上
、田
尻
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、グ
リ
ー
ン

ガ
ー
デ
ン
美
し
野
）、大
分
川
等
沿
川

部
、元
町
地
区　
●
都
市
計
画
特
別
用

途
地
区
の
変
更
…
大
分
川
沿
川
部
の

区
域
変
更　
●
都
市
計
画
景
観
地
区

の
決
定
…
西
大
分
港
周
辺
地
区　
●

都
市
計
画
地
区
計
画
の
決
定
…
西
大

分
港
周
辺
地
区　
●
都
市
計
画
道
路

の
変
更
…
松
原
国
宗
線
、中
島
錦
町

線　
●
都
市
計
画
公
園
の
変
更
…
大

道
児
童
公
園
・
中
島
児
童
公
園
・
古
国

府
公
園
・
尼
ヶ
瀬
公
園
・
竹
ノ
上
公
園
・

津
守
公
園
・
下
徳
丸
公
園
・
水
源
公
園
・

中
尾
公
園
・
森
町
公
園
・
元
町
公
園
の

廃
止
、大
友
氏
館
跡
歴
史
公
園
の
区

域
変
更

◎
県
決
定

◆
内
容　
●
都
市
計
画
市
街
化
区
域

お
よ
び
市
街
化
調
整
区
域
の
区
分
の

変
更
…
住
宅
団
地（
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

か
た
し
ま
台
、カ
ー
ム
タ
ウ
ン
木
ノ

上
、田
尻
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、グ
リ
ー
ン

ガ
ー
デ
ン
美
し
野
）、大
分
川
等
沿
川

部　
●
都
市
計
画
風
致
地
区
の
変
更

…
松
栄
山
地
区　
●
都
市
計
画
道
路

の
変
更
…
向
原
尾
崎
線

☆
場
所
・
問　

都
市
計
画
課
（
本
庁

舎
７
階　

☎
５
３
７・
５
９
６
５
）

屋
外
広
告
物
の
制
限
に
つ
い
て

の
説
明
会

都
市
計
画
を

「
決
定
・
変
更
」し
ま
し
た
の
で

お
見
せ
し
ま
す

◎
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
啓
発
パ
ト

　

ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す

　

５
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮
は
全
国
一
斉

パ
ト
ロ
ー
ル
週
間
で
す
。期
間
中
は
、市

内
全
域
を
対
象
に
解
体
工
事
現
場
や

新
築
工
事
現
場
な
ど
に
立
ち
入
り
、分

別
解
体
と
廃
棄
物
の
処
分
な
ど
に
つ

い
て
調
査
と
指
導
を
行
い
ま
す
。解
体

工
事
な
ど
を
施
工
す
る
際
は
、分
別
解

体
と
適
正
な
処
分
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
除
却

　

に
助
成
し
ま
す

◆
対
象　

道
路
に
面
し
て
い
る
ブ
ロ

ッ
ク
塀
な
ど（
高
さ
１
㍍
以
上
、ひ
び

割
れ
ま
た
は
傾
き
が
あ
り
市
が
危
険

で
あ
る
と
確
認
し
た
も
の
）

◆
補
助
額　

除
却
に
か
か
る
費
用
の

２
分
の
１（
限
度
額
７
万
円
）

◆
補
助
戸
数　

15
件（
先
着
順
）

※
ブ
ロ
ッ
ク
塀
を
除
却
し
て
、生
垣
を

設
置
す
る
場
合
は
、生
垣
設
置
助
成

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
込
み　

６
月
１
日
㈬
〜
24
年
２

月
29
日
㈬
に
同
課（
本
庁
舎
７
階
）へ
。

建
築
指
導
課
か
ら
の

お
知
ら
せ

（
☎
５
３
７・
５
６
３
５
）

市役所　☎534-6111（夜間・休日☎534-6119）
市のホームページ http://www.city.oita.oita.jp/　市報おおいたに掲載している情報をご覧になれます。
携帯アドレス http://www.i-oita.net/oitatop.cgi問保健所保健総務課（☎536-2222）

　「かかりつけ医」とは、あなたや家族の病気や健康管理など、何でも気軽に相談できる「身近なお医者さん」のことです。
あなたや家族の健康管理を任せられる「かかりつけ医」を持ちましょう。

「かかりつけ医」を持ちましょう
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22
㈰

さがのせき朝市
時間/午前9時～11時
（商品が無くなり次第終了）
場所/県漁協佐賀関支店周辺
問実行委員会　☎575-1000
大分トリニータ対東京ヴェルディ
時間/午後1時～
場所/大分銀行ドーム

フリーマーケット
時間/午前10時～午後2時
（雨天中止）
再生家具・自転車の抽せん会
時間/午後0時30分～
（抽せん日正午まで申し込み可、
持ち帰りは各自）
再生自転車のじゃんけん抽せん会
時間/無料抽せん会終了後
場所・問エコライフプラザ
☎588-1410

20
㈮

無料

どこでもコンサート
時間/午後6時30分～
場所/坂ノ市市民センター
出演/新日鐵大分吹奏楽団 
「クラリネットアンサンブル」
問文化国際課　☎537-5663

無料

ライフパル演奏会
時間/午後5時30分～
演奏/アンサンブル・ポラリス
問ライフパル　☎573-3770

無料

ライフパル演奏会
演奏/県立芸術緑丘高等学校音楽科
時間・問上記20日と同じ

無料

ライフパル演奏会
演奏/ギター合奏団「ロス・マルテス」
時間・問上記20日と同じ

無料

M
A

Y

5
月

JU
N

E

6
月

4
㈯
大分トリニータ対コンサドーレ札幌
時間/午後4時～
場所/大分銀行ドーム

5
㈰

21
㈯

土星と春の大三角を見よう！
期間/22日㈰までと27日㈮～29日㈰
時間/午後8時～9時30分
参加料/観覧料（大人400円、高校
生200円、中学生以下は無料）
（雨天・曇天時は映像による説明）
問関崎海星館　☎574-0100

24
㈫

27
㈮

第22回さがのせき
ビーチクリーンアップ作戦
時間/午前9時～
（雨天の場合は6月5日㈰に延期）
場所/佐賀関地区全域の海岸
持参品/軍手
問実行委員会（上野）  ☎575-0008

29
㈰

歴史資料館ミュージアム・シアター
時間/午後1時～
内容/九州街道ものがたり「大友
宗麟 九州戦国物語」、フレッシュ
おおいた「豊後王大友宗麟」、ま
んが日本昔ばなし「座敷童子」、
「ナマズの使い」
問歴史資料館　☎549-0880

無料

歯の健康ひろば
時間/午後0時30分～4時
場所/コンパルホール
内容/歯の相談、歯の健診、フッ
化物塗布など
時間/正午～午後4時
場所/稙田市民行政センター
内容/上記コンパルホールと同じ
問保健所健康課　☎536-2516

無料

5月
20日
～

ざ   しき わら　し

坂
ノ
市
地
区　

▼
藤
澤
春
幸（
屋
山
）

▼
徳
丸
芳
江（
久
原
中
央
）▼
木
﨑
拓

一
郎（
東
上
野
）▼
姫
野
武
之（
坂
ノ
市

南
）▼
稲
垣
伶
子（
坂
ノ
市
南
）

大
南
地
区　

▼
安
部
啓
治（
ひ
ば
り
ヶ

丘
）▼
馬
乄
道
子（
宮
尾
）▼
岩
尾
一
男

（
上
判
田
）▼
田
嶋
末
彦（
端
登
）▼
玉

井
正
光（
中
戸
次
）▼
足
立
熈
美（
上

戸
次
）▼
甲
斐
勝
己（
中
戸
次
）▼
足

達
克
郎（
中
戸
次
）▼
赤
峯
秋
子（
萩

尾
）　

▼
吉
岡
雄
二（
ひ
ば
り
ヶ
丘
）　

▼
柴
田
悌
範（
中
判
田
）▼
田
口
典
宏

（
宮
尾
）▼
今
村
浩
二（
下
判
田
）▼
大

島
久
夫（
判
田
台
北
）▼
油
布
文
夫

（
下
戸
次
）▼
油
布
正
春（
中
戸
次
）　

▼
山
崎
徳
明（
上
判
田
）

稙
田
地
区　

▼
佐
藤
敏（
寒
田
）▼
河

﨑
聰
子（
光
吉
新
町
）▼
烏
谷
晴
美

（
光
吉
台
）▼
甲
斐
幸
一（
緑
が
丘
）　

▼
竹
下
武
男（
松
が
丘
）▼
浜
小
路
悦

生（
松
が
丘
）▼
釘
宮
眞
和（
鴛
野
）　

▼
葛
城
則
生（
東
院
）

佐
賀
関
地
区

▼
姫
野
宜
子（
佐
賀
関
）▼
池
松
達
子

（
佐
賀
関
）▼
姫
野
真
一（
志
生
木
）

野
津
原
地
区　

▼
河
野
和
子（
竹
矢
）

▼
斉
藤
信
子（
野
津
原
）▼
池
永
哲
雄

（
廻
栖
野
）以

上
４
月
４
日
受
付
分
ま
で

東
日
本
大
震
災
へ
の
義
援
金

　

市
へ
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
東
日
本

大
震
災
義
援
金
の
総
額
は
、４
月
２５
日

現
在
で
７
、３
３
５
万
８
、５
７
７
円
と

な
り
ま
し
た
。温
か
い
ご
支
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
へ

▼
安
東
孝
洋（
岩
田
町
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

篤
志
寄
付

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
天
然
塚
を
き
れ
い
に

す
る
会
清
算
人
田
原
康
人
▼
三
ヶ
尻

毎
汎（
荷
揚
町
）▼
坪
根
玄
三（
日
出
町
）

香
典
返
し
寄
付

大
分
地
区　

▼
岩
本
好
弘（
寺
崎
町
）

▼
伊
延
主
彦（
新
川
町
）▼
於
久
大（
荏

隈
）▼
河
邊
勲（
上
白
木
）▼
髙
瀬
達

之
助（
中
島
西
）▼
佐
藤
嘉
昭（
錦
町
）

▼
佐
藤
萬
里
子（
羽
屋
）▼
小
野
弘

（
明
野
東
）▼
村
山
禮
治（
芦
崎
）▼
佐

藤
安
已（
勢
家
町
）▼
阿
部
文
威（
古

国
府
）▼
樋
口
昌
子（
芦
崎
）▼
霊
鷲

照
玄（
向
原
東
）▼
工
藤
三
代（
東
津

留
）▼
髙
山
俊
宏（
萩
原
）▼
二
宮
文

俊（
津
守
）▼
末
松
幹
夫（
新
貝
）▼
仲

家
慎
二（
高
城
台
）

鶴
崎
地
区　

▼
姫
野
一
義（
皆
春
）　

▼
岡
本
和
子（
小
池
原
）▼
御
手
洗
節

子（
小
中
島
）▼
丹
生
敏
明（
関
園
）　

▼
平
松
和
子（
南
鶴
崎
）▼
尾
場
隆
夫

（
森
町
）▼
幸
加
代
子（
三
佐
）▼
清
水

哲
之（
南
鶴
崎
）▼
宮
崎
文
夫（
小
池

原
）▼
進
房
枝（
皆
春
）▼
小
手
川
久

子（
関
園
）

大
在
地
区　

▼
小
西
仙
重
郎（
横
塚
）

善
意
の
寄
付
が
相
次
い
で
お
り
ま
す
。

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
山
中
清
昭（
一
尺
屋
）

◆
日
時　

６
月
10
日
・
24
日
、７
月
８

◎
甲
種
防
火
管
理
再
講
習

◆
日
時　

６
月
24
日
㈮　

午
前
10
時

〜
正
午

◆
内
容  

●
火
災
事
例
な
ど
に
基
づ
く

防
火
管
理
対
策　
●
防
火
管
理
に
関

す
る
消
防
法
令
な
ど
の
改
正
概
要

◆
対
象　

収
容
人
員
３
０
０
人
以
上

の
特
定
防
火
対
象
物
の
防
火
管
理
者

◆
受
講
料　

２
、０
０
０
円

◎
防
災
管
理
新
規
講
習

◆
日
時　

６
月
28
日
㈫　

午
前
９
時

〜
午
後
３
時
20
分

◆
内
容  

●
防
災
管
理
の
意
義
と
制
度

の
概
要　
●
防
災
管
理
上
必
要
な
構

造
お
よ
び
維
持
管
理　
●
防
災
管
理

教
育
と
訓
練　
●
防
災
管
理
の
進
め

方
と
消
防
計
画

◆
対
象　

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

修
了
者
で
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

が
で
き
る
人

◆
受
講
料　

３
、５
０
０
円

☆
申
込
み
・
場
所
・
問　

消
防
局
予
防

課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
写
真（
４

㌢
×
３
㌢
）を
貼
付
し
、必
要
事
項
を

記
入
し
、防
火
管
理
者
講
習
修
了
証

明
書
の
写
し
を
添
え
て
５
月
25
日
㈬

〜
６
月
８
日
㈬
に
直
接
、同
課（
舞
鶴

町
一
丁
目
）へ
。

　

５
月
期
分
の
障
害
児
福
祉
手
当
、

特
別
障
害
者
手
当
お
よ
び
福
祉
手
当

（
経
過
措
置
分
）を
受
給
者
の
指
定
口

座
に
振
り
込
み
ま
し
た
。該
当
者
で
振

り
込
み
の
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、病
気
や
障
が
い
の
た
め
日
常

生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護
を
必
要

と
す
る
20
歳
未
満
で
障
害
児
福
祉
手

当
の
申
請
を
し
て
い
な
い
人
、病
気
や

障
が
い
の
た
め
在
宅
で
常
時
特
別
の

介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
で
特

別
障
害
者
手
当
の
申
請
を
し
て
い
な

い
人
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

障
害
福
祉
課（
☎
５
３
７
・
５
６

５
８　
　

５
３
７・１
４
１
１
）

◆
受
入
期
間　

７
月
28
日
㈭
〜
31
日

㈰（
う
ち
２
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
） 

◆
訪
問
期
間　

12
月
26
日
㈪
〜
29
日

㈭（
う
ち
２
泊
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

◆
対
象　

小
学
５・
６
年
生

◆
定
員　

７
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

◆
参
加
料　

３
万
円
程
度

◆
申
込
み
・
問　

学
校
を
通
じ
て
配
布

す
る
申
込
書
に
記
入
し
、５
月
27
日
㈮

ま
で
に
小
学
校
ま
た
は
観
光
課
（
☎

５
３
７・７
０
４
３
）へ
。

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
そ
う

◆
月
日　
６
月
22
日
㈬
・
23
日
㈭　

 

◆
内
容　
検
索
サ
イ
ト
の
便
利
な
機

能
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
楽

し
み
方
や
安
全
な
利
用
方
法
を
学
習

◎
デ
ジ
カ
メ
写
真
を
活
用
し
よ
う

◆
月
日　
６
月
28
日
㈫
・
29
日
㈬　

 

◆
内
容　
デ
ジ
カ
メ
写
真
の
パ
ソ
コ
ン

で
の
整
理
方
法
や
簡
単
な
加
工
の
方

法
、動
画
の
作
り
方
な
ど
を
学
習

☆
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

☆
定
員　

各
30
人（
多
数
時
は
抽
せ
ん
）

☆
対
象　

パ
ソ
コ
ン
操
作
に
慣
れ
た
人

☆
受
講
料　

６
０
０
円

☆
申
込
み
・
問　

往
復
は
が
き（
１
教

室
に
つ
き
１
人
１
枚
）に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、教
室
名
を
記
入
し
、５
月

27
日
㈮（
必
着
）ま
で
に
情
報
学
習
セ

ン
タ
ー（
〒
８
７
０‐０
８
５
１　

大
石

町
一
丁
目
３
組
）へ
。

◆
会
期　
５
月
31
日
㈫
〜
７
月
10
日
㈰

◆
テ
ー
マ　

臼
杵
の
画
人
た
ち

◆
主
な
展
示
作
品　

藤
米
岳
「
竹
石

霜
柯
図
」

問　

市
美
術
館（
☎
５
５
４・５
８
０
０
）

◆
日
時　

６
月
11
日
㈯　

午
前
９
時

30
分

◆
内
容　

土
偶
作
り

◆
対
象　

親
子
と
一
般
（
大
人
の
み

の
参
加
可
）

◆
定
員　

70
人（
先
着
順
）

◆
参
加
料　

土
偶
１
個
に
つ
き
１
７

０
円（
材
料
費
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、５

月
20
日
㈮
か
ら
歴
史
資
料
館
（
☎
５

４
９・０
８
８
０
）へ
。

障
害
児
福
祉
手
当
な
ど
を

振
り
込
み
ま
し
た 

◆
日
時　

８
月
４
日
㈭　

午
後
７
時

20
分（
集
合
は
午
後
６
時
30
分
）

◆
場
所　

平
和
市
民
公
園

◆
内
容　
「
優
し
さ
」や「
思
い
や
り
」

に
関
す
る
曲
の
コ
ー
ラ
ス
な
ど

◆
申
込
み
・
問　

は
が
き
ま
た
は
封
書

で
、曲
目
と
代
表
者
の
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、６
月
30
日
㈭

（
必
着
）ま
で
に
総
務
課（
本
庁
舎　

☎
５
３
７・５
６
０
２
）へ
。

「
ム
ッ
ち
ゃ
ん
平
和
祭
」

平
和
音
楽
祭
出
演
グ
ル
ー
プ

帯
広
市
子
ど
も
親
善
相
互

交
流
訪
問
団
員

大
分
都
心
南
北
軸
整
備
事
業

に
つ
い
て
の
意
見

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展（
常
設
展
）の

展
示
室
２
の
作
品
が
変
わ
り
ま
す

情
報
学
習
セ
ン
タ
ー
の
教
室

（
☎
５
４
５・
８
６
１
６
）

◆
日
時　

５
月
21
日
㈯　

午
前
10
時

〜
午
後
５
時

◆
内
容　
●
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、も
の
づ

く
り
作
家
の
作
品
展
示
・
販
売
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ　
●「
ミ
ワ 

サ
チ
コ
」ギ
タ

ー
弾
き
語
り
ラ
イ
ブ（
午
後
１
時
〜
）

問　

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ（
☎
５
３
８
・
５

０
０
０
）

ア
ー
ト
プ
ラ
ザ 

ア
ー
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

市
道
中
央
通
り
線（
中
央
通
り
）か

ら
大
分
駅
南
北
駅
前
広
場
、駅
南
の
シ

ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
に
至
る
公
共
空
間
を

整
備
す
る
大
分
都
心
南
北
軸
整
備
事

業
に
つ
い
て
の
意
見
を
募
集
し
て
い

ま
す
。事
業
説
明
の
パ
ネ
ル
や
意
見
箱

を
設
置
し
た
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
第

２
庁
舎
１
階
、各
支
所
、明
野
出
張

所
、大
分
駅
に
開
設
し
ま
し
た
。事
業

に
つ
い
て
の
意
見
は
、オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
の
意
見
箱
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　

都
市
計
画
課（
☎
５
３
７・
５
９

６
６
）

第
４
回
ふ
れ
あ
い
歴
史
体
験
講
座

消
防
局
予
防
課
の
講
習
会

（
☎
５
３
２・
３
１
９
９
）

第
３
回「
大
友
氏
遺
跡
検
定（
初
級
）」

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」に
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

ど 

ぐ
う

ち
く
せ
き

そ
う  

か　

ず

◆
日
時  

６
月
15
日
㈬  

午
前
９
時
〜

午
後
５
時（
午
前
８
時
30
分
か
ら
受
付
）

◆
場
所　

消
防
局（
舞
鶴
町
一
丁
目
）

◆
内
容　

心
肺
蘇
生
法
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自

動
体
外
式
除
細
動
器
）の
使
用
方
法

な
ど

◆
定
員　

60
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
問　

電
話
で
、５
月
16
日

㈪
か
ら
消
防
局
警
防
課（
☎
５
３
２・

２
１
９
９
）へ
。

上
級
救
命
講
習そ  

せ
い

◆
日
時　

６
月
26
日
㈰　

午
前
10
時

〜
正
午（
午
前
９
時
30
分
か
ら
受
付
）

◆
出
題
内
容　

中
学
校
歴
史
レ
ベ
ル

で
、大
友
宗
麟
に
関
連
す
る
こ
と
や
同

時
代
の
日
本
の
歴
史（
50
問
）

◆
合
否
判
定　

70
点
以
上
を
合
格
と

ち
ょ
う
ふ

◆
日
時　

６
月
16
日
㈭
、７
月
14
日

㈭　

午
前
10
時
〜
正
午
（
２
日
で
１

講
座
） 

◆
場
所　

ラ
イ
フ
パ
ル　

◆

受
講
料 

１
、８
０
０
円（
１
講
座
２
日

分
）　

◆
定
員　

12
人（
先
着
順
）　

◆
申
込
み
・
問　

電
話
で
、５
月
30
日

㈪
〜
６
月
２
日
㈭
に「
大
分
い
の
ち
と

く
ら
し
を
考
え
る
会
」（
〒
８
７
０‐０

０
４
５　

城
崎
一
丁
目
２
番
３
号　

☎

５
３
６・３
４
１
１
）へ
。

「
や
さ
し
い
染
色
教
室
」

 

受
講
生
募
集

裂
き
織
り
教
室
生
募
集

◆
日
時　

６
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬
の
い

ず
れ
か
１
日　

午
前
９
時
30
分
〜
午

後
４
時
10
分　

◆
場
所　

大
分
文
化

会
館　

第
１
小
ホ
ー
ル　

◆
対
象　

食
品
関
係
営
業
者
・
従
事
者
で
、調
理

師
、栄
養
士
な
ど
の
資
格
を
持
た
な
い

人　

◆
定
員　

各
日
１
５
０
人（
先
着

順
）　

◆
申
込
み
・
問　

６
月
１
日
㈬

〜
７
日
㈫
に
、受
講
料
５
、０
０
０
円

を
添
え
て
直
接
、市
食
品
衛
生
協
会

（
荷
揚
町
６
番
１
号　

保
健
所
内　

☎
５
３
２・０
０
１
０
）へ
。

食
品
衛
生
責
任
者
養
成
講
習
会

◆
日
時　

６
月
１
日
㈬　

午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

◆
場
所　

市
役
所
本

庁
舎
８
階　

大
会
議
室　

◆
相
談
員

人
権
擁
護
委
員
、法
務
局
職
員　

◆

相
談
内
容　

金
銭
、相
続
、家
庭
内
の

問
題
、職
場
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、い
じ
め
、名
誉
侵
害
、そ
の

他
の
人
権
問
題　

問　

大
分
地
方
法

務
局（
☎
５
３
２・３
１
６
１
）

◆
試
験
日
時　

８
月
10
日
㈬　

午
後

１
時
〜
３
時
30
分　

◆
場
所　
別
府
大
学（
別
府
市
北
石
垣
）

◆
対
象　
中
学
校
以
上
を
卒
業
し
、寄

宿
舎
、学
校
、病
院
な
ど
の
給
食
施
設

ま
た
は
飲
食
店
営
業
、魚
介
類
販
売

業
、
そ
う
ざ
い
製
造
業
で
２
年
間
以

上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
人　

◆
受
験
手
数
料　
６
、２
０
０
円　

◆
申
込
み
・
問　
保
健
所
保
健
総
務
課

（
荷
揚
町
６
番
１
号
）に
備
え
付
け
の

願
書
に
必
要
書
類
と
受
験
手
数
料
を

添
え
て
、６
月
13
日
㈪
〜
17
日
㈮
に
同

課（
☎
５
３
６・２
５
５
４
）へ
。

23
年
度
県
調
理
師
試
験

試
　
験

し
、認
定
書
を
贈
呈
し
ま
す
。

◆
対
象　

小
学
校
高
学
年
以
上

◆
定
員　

30
人（
先
着
順
）

◆
申
込
み
・
場
所
・
問　

電
話
で
、５

月
15
日
㈰
〜
６
月
25
日
㈯
に
大
友

氏
遺
跡
体
験
学
習
館
（
☎
５
４
４
・

５
０
１
１
）へ
。

日
・
22
日　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
、午
後
３
時
〜

４
時
30
分（
金
曜
日
）　

◆
場
所　

ラ

イ
フ
パ
ル　

◆
内
容　

古
着
を
再
利

用
し
コ
ー
ス
タ
ー
を
作
成　

◆
受
講

料　

４
０
０
円　

◆
定
員　

計
24
人

（
各
２
人〈
先
着
順
〉）　

◆
申
込
み
・

問　

電
話
で
、住
所
、氏
名
、電
話
番

号
を
５
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
に
裂
織
の

会　

有
田（
☎
０
９
０・
９
５
７
５・
７

６
３
１
）へ
。

　5月31日㈫～6月6日㈪は禁煙週間です。禁煙に関する相談を各保健センターで行っていますので、
お気軽にご相談ください。

5月31日は世界禁煙デー

問保健所健康課（☎536-2516）

大分市テレビ広報
フレッシュおおいた

毎週土曜日　午後5時15分～5時30分　OBS大分放送
5月21日㈯ 「新緑の大地」inのつはる　5月28日㈯「市政トピックス」
大分市内のケ－ブルテレビ局でも放送中　◎OCT（日・月・火・水）　◎OCN（日・月・火・水）　◎STV（火・水・木）



夫婦でできるストレッチ
夫婦でできる筋力アップ

月 　日 場　　所 内　　容

■時間：午後1時30分～4時（3回目のみ午前10時～午後1時）
■対象：５５～65歳（申込み時点での年齢）の夫婦　■定員：夫婦
15組（先着順）　■申込み・問合せ先：電話で、5月18日㈬から中央
保健センター☎536-2517へ。

野菜ソムリエと学ぶ「食」い き い き 健 康 館

保健所6階大会議室
6/15㈬
6/ 29㈬
7/ 13㈬

第1回
第2回
第3回

夫婦で学ぶ「おしどりヘルシーセミナー」

食生活改善推進員養成教室
「私たちの健康は私たちの手で」を合言葉に食生活を通し、ボランティ
ア活動を行う『食生活改善推進員』の養成教室を開催します。教室で
得た知識を生かして地域の健康づくりのために活躍しませんか。　
■期間：7月～25年1月（全15回）　原則火曜日（毎月1回）　■時間：
午前9時30分～午後1時30分　■内容：講義と調理実習　■対
象：修了後、食生活改善推進員として地域で活動できる女性　■参
加費：1回500円程度（調理実習材料費）　■定員：各センター20人
程度（多数時は抽せん）　■申込み・場所・問合せ先：電話で、5月25
日㈬までに中央保健センター（☎536-2517）、東部保健福祉セン
ター（☎527-2143）、西部保健福祉センター（☎541-1496）へ。

月 　日 場　　所 時　　間 大腸
がん

※①～⑥の各種検（健）診は、どこでも都合のよい場所で受診で
きます（車での来場はお控えください）。また、受診回数は1年度（4
月から翌年3月まで）各1回のみです。　※前述の各種検（健）診
が無料になる人　◎後期高齢者医療被保険者証または高齢受
給者証を持っている人（当日持参）　◎生活保護診療依頼証を
持っている人（当日持参）　◎市民税非課税世帯の人［受診前日
までに保健所健康課（☎536-2562）へ連絡してください。］

月 　日 場　　所 受付時間

場　　所 場　　所
明治明野 公民館
南 大 分 公 民 館
大南市民センター
大分西部公民館
保 健 所 3 階

保 健 所 3 階
稙田市民行政センター
日 岡 中 央 公 民 館
稙田市民行政センター
大在市民センター
保 健 所 3 階
坂ノ市市民センター鶴崎市民行政センター

6/17 ㈮
6/21 ㈫
6/22㈬
6/23 ㈭
6/24 ㈮
6/27 ㈪
6/28 ㈫

月　日月　日

■対象：生後6カ月～11カ月までの乳児と保護者（毎月1回、1歳にな
る月まで参加できます）　■時間：午前10時～正午　■内容：親子
遊び、育児についての意見交換、体重測定など　■申込方法：はが
きに住所、小学校区、乳児の氏名（ふりがな）、生年月日、性別、保護
者氏名、電話番号を記入し、5月26日㈭〈必着〉までに保健所健康課
（〒870-8506　荷揚町6番1号）へ。申込み多数の場合は参加待機
していただくことがあります。

よい歯を育てる教室

6/ 20㈪ 午前9時～10時40分保 健 所 3 階
6/ 30㈭ 午前9時30分～11時10分鶴崎市民行政センター3階

6/ 7㈫
6/  8㈬
6/ 9 ㈭
6/14 ㈫
6/22㈬
6/23 ㈭
6/28㈫

月 　日 地　　区 場　　所 対　　象

大分地区 保 健 所 3 階

大分地区 保 健 所 3 階

坂ノ市市民センター2階
大南市民センター2階

稙田市民行政センター2階

21年11月生まれ

21年10月～12月生まれ

21年11月18日～１2月13日生まれ

20年1月～2月生まれ
20年1月生まれ

21年11月生まれ

19年12月23日～20年1月17日生まれ

稙田・野津原地区

鶴崎市民行政センター3階鶴崎地区
稙田市民行政センター2階稙田・野津原地区

大南地区

鶴崎市民行政センター3階鶴崎地区

坂ノ市地区

大在市民センター2階大在地区

　乳幼児健診・講座・教室（保健所健康課中央保健センター☎536-2517）
　休日夜間当番医テレホンサービス☎534-4488　医療機関案内テレホンサービス☎534-4489

休日当番医の
携帯サイトは
こちら→

市民健診、結核・肺がん検診、肝炎ウイルス検診、長寿スマイルチェック、
大腸がん検診、喀たん検査*、前立腺がん検診*（*は各500円）

保健

20年1月生まれ

月 　日 地　　区 場　　所 対　　象
6/ 2㈭
6/16㈭
6/24 ㈮
6/17 ㈮
6/21㈫
6/29 ㈬
■健診内容：測定、内科・歯科診察、尿・視聴覚検査、相談　■受付
時間：午後1時30分～2時30分　■持参品：母子健康手帳、3歳児
健康診査質問票　■その他：対象時期以前に生まれた4歳未満の
未受診者も受診可

3歳児健康診査
かく

■時間：午前9時～11時　■対象：40歳以上の人　■その他：検
診前夜午後10時から食事、水、茶などを一切とらないこと。金具やボ
タンのない衣服を着用してください。

月 　日

月 　日

場　　所
6/ 1㈬
6/ 8㈬

下郡校区公民館（北下郡公民館）
宮河内ハイランド公民館

6/  1㈬

6/  2㈭

6/  3㈮

6/  6㈪

6/  7㈫

6/  8㈬

6/  9㈭

6/10㈮

6/13㈪

6/15㈬

6/16㈭

6/17㈮

6/21㈫

6/22㈬

6/23㈭

6/24㈮

6/27㈪

（1）市民健診　■対象：35歳以上　■負担金：35歳～23年度に
39歳になる人は1,500円、23年度に40歳以上になる人は加入し
ている医療保険により異なります。　（2）肺がん検診　■対象：40
歳以上（65歳以上の人は結核検診）　■負担金：無料　（3）喀た
ん検査　■対象：50歳以上で喫煙指数（1日の喫煙本数×喫煙
年数）が600以上の人または40歳以上で最近6カ月以内に血たん
があった人　■負担金：500円　（4）肝炎ウイルス検診　■対
象：23年度に40歳になる人または41歳以上で過去に肝炎ウイル
ス検診を受けていない人　■負担金：無料　（5）前立腺がん検診
■対象：50歳以上（経過観察中の人は除く）　■負担金：500円
（6）大腸がん検診（上記日程表の右端に☆のある場所）　■対象：
40歳以上（家族の容器も持ち帰り可能、（財）県地域保健支援セン
ター　大字駄原２８９２番地の１☎532-2167でも平日に容器の配
布と回収を受け付けます）　■負担金：無料　（7）長寿スマイル
チェック　■対象：65歳以上で介護認定を受けていない人　■負
担金：無料　
◎持参品：（１）～（７）を受診する人は、健康手帳と保険証、（１）のう
ち23年度に40歳以上になる人は各保険者が発行する受診券も必
要。　◎その他：（１）を受診する人は、受診時間の4～５時間前から
食事はお控えください。

■受付時間：午後1時30分～2時30分　■持参品：母子健康手帳、
1歳6カ月児健康診査質問票　■その他：対象時期以前に生まれた2
歳未満の未受診者も受診可　*フッ化物塗布（希望者は380円必要）

1歳6カ月児健康診査・個別通知
（身体診察・歯科診察、フッ化物塗布*、相談）

午前9時30分～11時30分

月 　日 場　　所 受付時間

■対象：乳幼児から成人　■持参品：自宅で使用している歯ブラシ、
健康手帳（成人）、母子健康手帳（妊婦・乳幼児）　■その他：フッ化
物塗布（希望者〈未就学児のみ〉は380円必要）　■申込方法：電話
で、5月16日㈪から中央保健センター☎536-2517へ（予約制）。

■対象：1歳8カ月～2歳11カ月児　■内容：健康教育、歯科診察、ブ
ラッシング指導、相談、フッ化物塗布（希望者は380円必要）　■申込方
法：電話で、5月16日㈪から中央保健センター☎536-2517へ（予約制）。

場所 接種項目医療機関名

松原町谷 川 医 院 ポリオ取り下げ

予防接種実施医療機関の取り下げ

マタニティーマークをご存じですか？
　「マタニティーマーク」とは、妊娠初期のお腹の目立たな
い時期でも周囲に妊娠を知らせ配慮を促すものです。市
ではマタニティーマークのシールをつくり、受動喫煙の防止
や交通機関での座席の譲り合いなど「妊婦にやさしい環
境づくり」を進めています。このマークを見かけたら、妊婦さんへのやさし
い配慮をお願いします。　■問合せ先：保健所健康課☎536-2516

「HIV検査普及週間」に合わせ
土曜日にエイズ検査を実施します
■日時：6月4日㈯　午後1時～3時　■内容：採血による血液検査
（食事制限などは必要ありません）　■定員：25人（先着順）　■申込
方法：電話で保健所健康課（エイズ専用）☎537-8190（月～金曜日
午前9時～午後5時）へ。　■その他：検査は匿名で受けられます。ま
た、相談にも応じています。　

午前9時～11時保 健 所 3 階
鶴崎市民行政センター3階
稙田市民行政センター2階

歯科相談
（歯科診察、相談、ブラッシング指導）

乳がん検診

城 原 公 民 館
横 塚 公 民 館
大 在 浜 公 民 館
汐 見 公 民 館
角 子 原 区 公 民 館
曙 台 公 民 館
北 公 民 館
上 志 村 公 民 館

細 区 公 民 館
東上野中央公民館
尾 田 公 民 館
市 尾 上 公 民 館
倉 掛 公 民 館
市 尾 下 公 民 館
　

久 原 公 民 館
久 土 公 民 館
一 木 自 治 公 民 館
上 久 所 公 民 館
延 命 寺 公 民 館
丹 生 校 区 公 民 館
岡 公 民 館（ 丹 生 ）
西 新 川 公 民 館
宮 の 本 公 民 館
住 床 公 民 館
米良公民館（判田）
百 木 公 民 館
高 江 公 民 館
豊 田 公 民 館
判田台団地集会所
高江中央一丁目公民館

判 田 校 区 公 民 館
光 永 公 民 館
毛 井 公 民 館
真 萱 公 民 館
公園通りクラブハウス
松 岡 校 区 公 民 館
成 松 公 民 館
坂ノ市市民センター

午前9時30分～11時
午後1時～2時
午前9時30分～11時
午後1時～2時
午前9時30分～11時
午後1時～2時30分
午前9時30分～11時
午後1時～2時
午前9時30分～11時15分
午後1時～2時
午前9時30分～11時
午後1時～2時
午前9時30分～11時
午後1時～1時30分
午前9時30分～11時
午後1時～1時30分
午前9時30分～11時15分
午後1時～2時
午前9時30分～11時15分
午前9時30分～11時
午後1時～2時
午前9時30分～11時
午後1時～2時
午前9時30分～11時
午後1時～1時30分
午前9時30分～11時
午後1時～1時30分
午後2時30分～3時
午前10時～11時
午後1時～1時30分
午前9時30分～11時
午後1時～1時30分
午前9時30分～11時
午後1時～2時
午前9時30分～11時15分
午後1時～2時
午前9時30分～11時
午後1時～2時
午前9時30分～11時
午後1時～1時30分
午後2時15分～3時
午前9時30分～11時15分
午後1時30分～2時
午前9時30分～11時

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

■時間：午後1時30分～2時30分　■対象：23年度に満30歳以
上の偶数年齢になる人または22年度中に満30歳以上で検診未受
診の人　■定員：60人（先着順）　■負担金：満30歳以上50歳未
満1,600円、満50歳以上1,200円　■その他：満30歳～50歳未
満はX線によるマンモグラフィー撮影（2方向）と医師による視触診、
満50歳以上はX線によるマンモグラフィー撮影（1方向）と医師による
視触診　　　　

■内容：講義と試食　■対象：22年12月～23年2月生まれの乳児の
保護者　■定員：20人（先着順）　■持参品：母子健康手帳、大分
市子育てマップ　■申込方法：電話で、5月20日㈮から中央保健セ
ンター（いきいき健康館分）☎536-2517、東部保健福祉センター
（鶴崎市民行政センター分）☎527-2143へ。

離乳食講習会

6/ 3 ㈮
6/28㈫

月 　日 場　　所 時　　間

午後1時30分～3時いきいき健康館（大手町）
鶴崎市民行政センター3階

■場所：いきいき健康館（大手町）　■内容：妊娠期は映画、新生児
の保育、妊婦体験、もく浴実習など、育児期はタッチケア（ベビーマッ
サージ）など　■対象：妊娠期は初妊婦とその夫12組（先着順）、育
児期は生後3カ月～4カ月（開催当日）の第1子とその母親（父親）15
組（先着順）　■持参品：母子健康手帳、バスタオル（育児期のみ）
■申込方法：電話で、5月20日㈮から市助産師会（赤ちゃん＆おっぱ
い電話相談）☎547-1320（平日午前10時～午後4時）へ。

妊娠期 6/11㈯
午後1時～4時

6/15㈬
午後1時～3時30分育児期

パパとママの子育てスクール

6/  1㈬
6/ 8 ㈬
6/ 9 ㈭
6/10 ㈮
6/13 ㈪
6/14 ㈫
6/15 ㈬

地区での健診を受けられなかった40歳以上の人は、県地域成人病検診センター（☎569-2211）で、下記①の検（健）診を受診できます（大腸がん検診を除く）。
受付日時：【平日】午前10時45分～11時45分、午後1時30分～2時30分　【休日】6月18日㈯・19日㈰　午前10時45分～11時45分

赤ちゃんひろば（育児教室）

ひばりヶ丘 公 民 館

大 在 公 民 館

坂ノ市市民センター

月 　日 場　　所
6/27㈪ 森 岡 校 区 公 民 館

月 　日 場　　所
6/ 2㈭
6/ 6㈪

月 　日 場　　所
6/17㈮ 吉 野 校 区 公 民 館

注もご覧ください。

注もご覧ください。

注もご覧ください。

注もご覧ください。

注 ～ 共通　検（健）診時の注意事項

1

4

■時間：午後1時30分～2時30分　■対象：23年度に満20歳以上
の偶数年齢になる人または22年度中に満20歳以上で検診未受診の
人　■その他：子宮頸部の細胞診になります。 注もご覧ください。

5子宮頸がん検診（1,000円）
けい

1 6

月 　日場　　所 場　　所

骨密度健診（500円）

6/ 2 ㈭ 6/17 ㈮ 吉 野 校 区 公 民 館
6/ 6 ㈪

南 大 分 公 民 館

南 大 分 公 民 館

■時間：午後1時30分～2時30分　■対象：23年度に満40歳・
45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70歳になる女性　

2

月 　日 場　　所
6/ 2㈭
6/ 6㈪

月 　日 場　　所
6/17㈮ 吉 野 校 区 公 民 館南 大 分 公 民 館

月 　日 場　　所
6/26㈰ 大 在 公 民 館

時　　間
午前9時30分～11時

休日検（健）診では、①～⑤の各種検（健）診を実施します。
※対象・負担金は、①～⑤を参照。 注もご覧ください。

6休日検（健）診

6/30㈭

6/20㈪

6/28㈫

6/29㈬

6/14㈫

6/10㈮
6/ 17㈮
6/27㈪

胃がん検診（1,000円）3

■日時：第1木曜日（11月、12月、24年1月は第2木曜日）　午前10
時～正午　■場所：保健所3階　■対象：多胎妊婦、おおむね6カ月
～3歳の多胎児とその保護者　■内容：保育士・保健師による親子
遊び、育児の情報交換、母親同士のグループワークなど　■申込方
法：電話で、中央保健センター☎536-2517へ。※申込み多数の場
合は参加待機していただくことがあります。

かるがもひろば（多胎児の会）

不妊についての個別相談会
■日時：6月8日㈬　午後3時～4時30分　■場所：保健所1階相
談室　■申込み・問合せ先：電話で6月7日㈫までに、保健所健康
課☎536-2516（予約制）へ。

精神保健福祉相談
心の悩みや不安があって困っているときはご相談ください。　
■精神科嘱託医による定例相談（予約制）／日時・場所：毎月第2・
3・4火曜日　午後1時～4時　保健所2階　◎申込先：保健所健康
課☎536-2852　■認知症の悩み電話相談／日時・場所：月～金
曜日（祝日は除く）　午前9時～午後4時30分　◎専用電話相談：
電話相談室☎537-1165　■市民相談室における相談／日時・場
所：毎月第1～4水曜日　午前9時～正午　午後1時～3時　本庁
舎2階市民相談室　■保健師による相談／日時・場所：月～金曜日
（祝日は除く）　午前8時30分～午後5時15分　保健所2階　◎問
合せ先：保健所健康課☎536-2852

ミ  ナ イ  イ ロウ ゴ

15 H23.5.15 H23.5.15  14 健診・教室への参加の際は検温し、発熱や風邪の症状がある場合は、参加をお控えください。



『絵は生活から切り離せないです』という渡邉さんが、本格的に始めたのは高校時代
から。普段は、人物や動物をモチーフに油絵やポストカードなどを制作している。
5月21日にアートプラザで行われるアートマーケットでは、子どもたちと一緒に
動物の絵などの切り抜きを貼り付けた作品をつくるという。『子どもたちが美術に
興味を持ってもらえるとうれしいですね』と語る笑顔が印象的でした。
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市民協働のまちづくり市民協働のまちづくり
ＮＰＯ法人「ふれあい囲碁ネットワーク大分」

日　時 ： ８月５日㈮　午後６時２０分～１０時
　　　　８月６日㈯　午後６時～１０時（１日のみでも可）
内　容 ： 七夕飾り付け、給水など
対　象 ： ７月２２日㈮の事前説明会に参加できる１８歳以上の人
申込み ： 電話またはファクスで、５月16日㈪～６月１０日㈮に大分市商店街連合会

七夕まつりボランティア募集係（☎５３６-６９１５　　５３６-６９５１）で
仮登録をしてください。仮登録後、書類を送ります。

対　象 ： 小学生以上（未成年者は親権者の同意が必要）　　申込締切 ： 7月8日㈮
その他 ： 参加料および登録方法については、大分商工会議所青年部（☎５３６-３２６８）までお問い合わせください。

七夕まつり 市民ボランティア

府内戦紙 一般踊り隊

お問い合わせ　大分市まつり振興会事務局（商工労政課内）　☎537-5959

８月５日（金）のみ

定員/各４０人（先着順）
ユニフォームとしてまつりＴシャツを差し上げます。

大分　　　　　に参加しませんか

《地域コミュニティの再生》

ふ ない ぱ っち ん

お問い合わせ　市民協働推進課　☎537-7251

　今年で、6回目の開催となる「いかした大人たちのバンドフェ
ス」。市内を音楽活動の拠点としている平均年齢40歳以上の
アマチュアミュージシャンが、自慢の腕を披露します。
　今回も、ポップス・ロック・アコースティックなど、さまざまな
ジャンルの8組が登場します。ぜひ、ご来場ください。

いかした大人たちのバンドフェス2011
時  間  午前11時30分～午後2時

会  場  パークプレイス大分  センターステージ

入場
無料

今回の表紙

5月29日㈰

Vol.41

渡邉 友美さん

　ＮＰＯ法人ふれあい囲碁ネットワーク
大分（谷川真奈美理事長）は、「ふれあい
囲碁ゲーム」を通して地域の人と人の
ふれあいを深め、安心して暮らせる地
域づくり・人づくりに取り組んでいます。
　「ふれあい囲碁ゲーム」は、通常の囲
碁と異なり、多くの人が同時に参加する
ことができるため、子どもから大人まで
誰でも一緒に楽しみながら交流を深め
ることができます。
　自治会、老人会、小学校などでもコ
ミュニケーション・プログラムとして活
用され、参加者からは「新しい友達がで
きた」「地域の人との会話が増えた」と
いう声が聞かれるなど、世代間交流の
場として、地域の活性化につながってい
ます。

　また、NPOの活動活性化や相互の連
携を深める活動にも取り組んでいます。
　昨年は、県内の17団体の仲間と共に
もっと社会に貢献できるための活動を
積極的に公開する講座「学びの協働隊」
を開催しました。
　谷川理事長は、「今後も、他の団体や
地域の人々と協力し、より連携を深めて
いきたい」と目標を語ってくれました。

東日本大震災の
義援金を

受け付けています
お問い合わせ

総務課　☎537-5602

市役所本庁舎1階案内所・3階総務課、
各支所、明野出張所、各地区公民館、
コンパルホール

義援金募金箱設置場所

※各設置場所の開庁・開館時間内の
　取り扱いとなります。

金融機関 :大分銀行
　　　　　大分市役所出張所
口座番号 :普通預金　5131919
口座名義 :大分市総務課
　　　　　　（オオイタシソウムカ）

銀行振込口座番号

※大分銀行本・支店の窓口から振り込む
　場合の振込手数料は無料です。

お問い合わせ　文化国際課　☎537-5663

はっけん！
むちゅうじん
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